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校
友
の
皆
さ
ま

へ

学
祖
の
西
廊
寺
公
望
公
は
、明
治
二
年
に
「立

命
館
」
と
で

，
私
塾
を
現

■
ヌ
都
御
苑

の
中

に
あ
っ
た
私
邸
に
お
い
て
創
始
さ
れ
ま
し
た
。

・

西
園
寺
公
望
公
は
、
時
代
を
先
取
り
す
る
た

め
、
当
時

の
有
名
な
学
者
を
賓
師
と
し
て
迎

ヽヽ

新
し

い
時
代
の
動
き
を
学

び
と
ろ
う
と

さ
れ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

そ

′́
し
て
明
治
三
十
三
年
に
、
西
園
寺
公

望
公

と
ゆ
か
り

の
深

い
中
川
小
十
郎
先
生

が
鴨

川

の
ほ
と
り
に
お

い
て
私
立
京

都
法

政
学
校
を
開
設
し
，
や
や
あ

っ
て
「
立
命
館
」

の
名
称
と
建
学
の
精
神
を
受
け
継

い
で
、
今

日
の
立
命
館
学
国
を
組
織
さ
れ
ま
し
た
。

ゃ
が
で
、
昭
和
六
十
五
年
を
迎
え
ま
す
が
、

こ
の
年
は
立
命
館
は
西
園
寺
公
望
会
が
創
始

さ
れ
て
よ
り
百
二
十
年
　
中
川
小
十
郎
先
生

が
創
立
さ
れ
て
よ
り
九
十
年
に
な
り
ま
す
。

創
始

・
創
立
以
来
、
我
が
立
命
館
は
　
幅

広

い
国
際
性
に
も
と
づ
く

「
自
由
と
平
等
」

を
学
風
と
し
、
個
性
的
で
、
か
つ
創
造
力
の

ゆ
た
か
な
人
材

の
育
成
を
通
し
て
　
社
会
的

使
命
の
達
成

に
努
力
を
か
さ
ね
て
ま

い
り
ま

し
た
。

私
た
ち
の
学
国
は
　
今
日
に
至
る
ま
で

時
代

の
変
遷
に
し
た
が

っ
て
　
き
ま
ざ
ま
な

困
難
に
違
過
し
て
き
ま
し
た
が
、

こ
れ
ら
そ

克
離
し
、
今
日
で
は
、
我
が
国
有
数
の
中
学

校
、
高
等
学
校
、
大
学
　
大
学
院
を
も
つ
総

合
学
国
と
し
て
成
長
し
　
約
二
万
一
千
人
の

在
学
生
　
約
十
八
万
人
に
及
ホ
事
業
生
を
擁

し
て
お
り
ま
す
。

法
学
部
　
経
済
学
部
　
経
営
学
部
　
産
業

社
会
学
部
　
文
学
部
　
理
工
学
部
の
六
学
部

と
そ
れ
ぞ
れ
の
学
部
に
大
学
院
を
置
く
私
た

ち
の
立
命
館
大
学
は
　
名
実
と
も
に
私
学
屈

指
の
“^
合
大
μ子
と
し
て
、
そ
の
位
置

，
■
一め

る
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
つ
に
立
命
館
が
ゆ
ろ
ぎ
な
い
総
合

学
間
と
し

，
発ヽ
展
し
て
ま
い
り
ま
し
た
の
■

校
友
の
皆
‘
ま
の
常
に
変
ら
ぬ
ご
協
力
の
賜

物
と
し
て
　
深
く
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

社
会
は
い
ま
、
国
際
化
　
情
報
化
に
向
け

て
大
き
く
動
〓
出
し
て
い
ま
す
。
「世
界
の
中

の
日
本
」、
「情
報
化
時
代
に
お
け
る
日
本
」

と
も
い
え
ま
し
ま
ｔ
政
治

経
済

社
会

文
化
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
の
国
際

化
、
科
学
技
術
の
進
歩
に
よ
る
高
度
な
情
報

化
は
，
二
十
一
世
紀
に
向
け
て
の
水
二
なヽ
流

れ
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
社
会
堕
要
請
に

応
え
て
、
教
育
研
究
の
一
層
の
充
実
を
図
る

こ
と
が
私
た
ち
の
立
命
館
が
果
さ
ね
ば
な
ら

な
い
責
務
で
あ
る
と
、
考
え
て
い
ま
す
。

二
十

一
世
紀
に
向
け
て
の
飛
躍
を
め
ざ
し

て
、
立
命
館
は
新
た
な
総
合
学
園
づ
く
り
の

計
画
を

「学
国
基
本
計
画
要
綱
」
と
し
て
全

学
的
な
論
議
を
経
て
樹
立
し
、
総
力
を
あ
げ

て
実
現
さ
せ
る
決
意
を
固
め
ま
し
た
。

学
□
基
本
計
一回
要
綱
の
骨
子
は
、
０
国
際

社
会
に
ふ
さ
わ
し

い
人
材
を
育
成
す
る
国
際

関
係
学
部

の
新
設
　
０
情
報
化

９
逗
展
に
応

え
る
た
ら
、
理
工
学
部
に
情
報
工
生
料
の
増

れほ
　
ｍ
既
存
各
学
部
　
学
科
の
利
新
　
充
実

を
基
軸
と
し
た
新

た
な
大
学
づ
く
り
で
あ
り

手

．
あ
と
四
年
後
に
、
創
始
百
二
十
年
　
創
立

九
十
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
　
さ
ら
に
り

．
西
園
寺
公
望
伝

一、
「中
川
小
十
郎
著
　
近

代
日
本
の
政
局
と
西
磯
寺
公
望
」、
一
学
風
史

料
集
」
な
ど
の
記
念
出
板
　
０
国
際
交
流
基

金
、
学
術
研
究
助
成
金
、

ス
ポ
ー
ツ
振
興
基

金
な
ど
の
基
金
の
設
＾ヽ

を
も
加
え
て
、
こ

れ
ら
の
諸
事
業
を
っ
立
命
館
副
始
百
二
十
年

学
園
割
立
九

十
日
年
記
念
事
業
」
″
一し
て
ま

と
め
、
回
記
ム
讐
〓
夫
〓
を
設
立
し
て
事
業

の

遂
行
に
必
要
な
資
金
を
得

る
た
め
に
、
寄
付

金

の
募
集
〓
行
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た

こ
の
記
念
事
業

を
遂
行
し
て
い
く
た
め
に

は
、
厳
し

い
経
済
情
勢
あ

中

で
は
あ
り
ま
す

が
，
校
友

の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
と
し
て
、
在

校
生
父
母
　
法
人
企
業
な
ど
各
方
面
か
ら
の

ご
協
力
を
仰
が
ぎ
る
を
得
な

い
次
第

で
あ
り

ま

〓
。

二
十

一
世
紀
に
向

っ
て
大
き
く
飛
躍
し
よ

う
と
す

る
母
校
立
命
館

に
対
し
ま
し
て
、
よ

り

一
層

の
お
力
一ｆ

え
を
賜
り
ま
す
よ
ヽ

こ
こ

に
お
願

い
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
ｔ

.第 5回  神 奈 チ1県 支 部 総 会 の お 知 ら せ

昭和 62年 3月 8日 (日 )、 ヨコ マヽプ ラザ ホテ ルにて開かれ ます。校友多数

の参加を お待 ち してお ります。家族 の参加大歓迎。 (詳細 は第 2面に )



昭和 61年12月 7日 (日 )   り つ め い か な が わ 第 8号

第 5□  神 奈 川 県 支 部 総 会 開 催 の お 知 ら せ

校友の皆様、御健勝にておすこしのことと存 じます。神奈川県支部が昭和田年

2月 11日 に設立されてはや 4年 になろうとしています。講演会 。つりの会 。ゴル

フの会・ ヨツ トの会 。第 3水曜日の会と親睦を深めてきました。来たる 3月 8日

に13京都より谷岡武雄総長をお迎えして第 5回総会を開きます。

校友相誘 つて多数 ご出席下さるよう

お願 い致 します .

・ 期  日  昭和 62年 3月 8日 (日 )

1場  所   ヨコハマプ ラザ ホテ ル

・ 会 費  ¥10,000
(年会費を合む)

3 2'\-?7rtt,r,v 3*fr

横浜市西区高島 2-12-12
■Ю45(461)1771(大 代 )

○ ヨッ トの会 開かれる

10月 4日 (土 )～ 5日 皓 )西村 弘 (昭26年経済卒)さ んの計画により

コッ トの会が開かれました。夜c~更けるのも忘れ楽 しくすこすことが

できました。参加者 6名。

0 ゴ ルフの会 開かれる

10月 12日 (日 )第 G回ゴルフの会が 沼津国際カン トリークラブにて

歳山 哲也 (昭 31年理工卒)さ んのお世話により開かれました」約40名

参加 c

我が立命館の生んだ作家 正延 哲士 氏 の著書を紹介 します。是非、御一

読下さい。

・ 博士頭芦田主馬太夫       現代企画室  ¥1,5∞
。日本槻乱伝説          徳間書店   ¥ 700
。遥かなり聖母の河          ク    ¥ 680
.新 。国雄爺伝説           ク    ¥ 680
。最後の博徒 波谷守之の半生    三一書房   ¥1,800
'続・ 最後の博徒 波谷守之外伝     ク    ¥1,800
。昭和三年の法医鑑定       木馬書館   ¥1,500

再雷・ 山本久雄老事件の焦点
。昭和三年の法医鑑定         ク    ¥1,500

※ 正延 哲士 (1931年 生 立命館大学 哲学科中退 )
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立 命 館 大 学 8年 ぶ り 優 勝  関 西 学 生 野 球

4月 5日 か ら行 なわれた昭和61年度春季関西野球 リーグ は立命館 大学の優勝で

幕を 閉じた。 リーグ最終週 、伝統 の立命館 ―… 同志社戦 は大津 の皇子山球場 で行

なわれ、立命館 が連勝 して53年春以来16シ ーズ ンぶ り18度目の優勝 (新 リーグ で

は初)を勝点 5の完全優勝で達成 した。
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瀾
西
は
立
命
・

一春

秋

連

覇

一
立
命
が
一ヤ
ン
ー
ズ
ン
連
覇
す
凛
匡

目
の
優
勝
―
■
．

立
命
は
１
陸
、
同
大
は
連
静
の
条

件
で
と
も
に
優
勝
が
か
か
っ
た
関
西

学
生
野
球
り
１
グ
最
終
逓
第

一
日
い

立
命
―
同
大
１
回
転
は
二
十
五
日
、

大
津
市
の
皐
子
山
球
場
で
行
わ
れ
、

立
命
が
５
１
２
で
磨
ち
書
秋
連
務
を

達
成
し
た
。
　
　
．

フ

ェ
ス
ピ
ッ
ク
で
ま
た
、
都
市
　
　
　
　
一

」「
都
市
経
営
者
」
と

し
て
の
手
腕
と
実
銀
は

既
に
知
ら
れ
て
い
る
。

外

国
で

お

金

（
マ

ル

ク
、
ス
イ
ス

ｏ
フ
ラ
ン

債
）
を
集
め
て
海
に
土

地
を
つ
く
り
、
そ
の
人

工
島
で
五
年
前
に
開
い

た
ポ
ー
ト
ビ
ア
で
は
思

っ
て
も
み
な
か

っ
た
六
十
五
億
円
も
の
大
も
う
け
。
昨

年
の
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
も

ロ
ス
五
輸

と
同
じ
企
業
協
賛
方
式
を
と
り
入
れ
黒

字
。

「
神
声
株
式
会
社
」
の
評
判
は
、

や

っ
か
み
‘
一尊
敬
が
な
い
ま
ぜ
に
な

っ

て
い
る
が
、
自
ら

「
公
務
員
に

一
番
、

大
切
な
こ
と
は
コ
ス
ト
意
籠
に
徹
す
る

こ
と
だ
」
と
言
い
切

っ
一、

手
が
け
る

神
戸
市
出
身
。
立
命
館
大
法
経

学
部
卒
。
昭
和
１２
年
神
戸
市
役

所
に
。
助
役
を
経
て
“
年
か
ら

神
戸
市
長
を
連
続
五
期
。
法
学

博
士
。

７５
歳
０

事
業
を
こ
と
こ
と
く
成
功
さ
せ
る
。

だ
が
、
三
年
後
の
六
十
四
年
に
日
本

で

は
十
四

年
ぶ
り

の
フ
ェ
ス
ビ

ッ
ク

（極
東

ｏ
南
太
平
洋
身
体
障
害
者
ス
ポ

ー
ツ
大
会
）
の
神
戸
誘
致
を
決
め
た
の

は
、
こ
れ
ま
で
の

「
コ
ス
ト
意
識
」
に

徹
し
た
や
り
方
と
は
ま
る
で
違
う
思
い

を
込
め
た
も
の
だ
。

「
今
後
の
社
会
で

大
き
い
問
題
は
高
齢
者
と
身
障
者
」
と

時
代
の
行
方
を
読
ん
で
の
こ
と
だ
。

「
今
ま
で
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と

エ
リ
ー
ト
を
対
象
に
し
た
派
手
な
も
の

が
多
か

っ
た
の
で
、
今
度
は
ハ
ン
デ
ィ

キ

ャ
ッ
プ
の
あ
る
人
に
楽
し
な
と
希
望

を
持

っ
て
も
ら
え
る
も
の
を
と
」

フ

ェ
ス
ピ

ッ
ク
の
参
加
資
格
は
せ
き

つ
い
預
傷
、
手
足
明
断
、
視
覚
障
害
、

脳
性
マ
ヒ
者
だ

っ
た
が
、
神
戸
大
会
か

ら
穂
覚
障
害
者
が
加
わ
り
、
陸
上
な
ど

十
数
種
日
の
競
技
を
行
う
。

「
大
会
に

は

（
ン
ウ
ル
の
ア
ジ
ア
競
技
大
会
の
ニ

十
七
カ
国

・
地
域
よ
り
多
い
）
三
十
や

四
十
力
国
は
来
て
も
ら
わ
ん
と
困
る
。

来
る
の
が
難
し
い
国
に
は
旅
費
や
滞
在

費
は
援
助
し
ま
す
」
。
大
会
の
運
営
資

金
は
ポ
ー
ト
ビ
ア
の
剰
余
金
の

一
部
を

あ
て
れ
ば
ま
か
な
え
る
自
信
が
あ
る
。

都
市
経
営
者
と
し
て
の
発
想
は
も
う

一
つ
薇
曜
し
て

「
身
障
者
の
た
め
に
市

営
地
下
鉄
全
駅

（来

年

二

月
で

十
五

駅
）
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
必
要
な
所
は

す
べ
て
つ
け
る
」
と
約
束
し
た
。
全
国

に
例
の
な
い
都
市
装
置
を
ま
た
、
つ
く

る
。
　
　
　
　
　
　
　
（河
北
　
明
）

毎 日 新 聞昭 和 61年 11月 20日

ポ
ー

ト
ピ

ア
、
　
ユ
ニ
パ
ー

シ
ア
ー

ド
で
も
う

け
た
お
金

で

フ
ェ
ス
ピ

ツ
ク
（
極
東

・

南
太
平
洋
身
体
障

害
者

ス
ポ
ー

ツ
大
会
）
を
神
戸
に
誘
致
す

る
宮
崎
辰
雄
さ
ん

！
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「魅力あるふるさと一― わた
しの町づくり論」に応募する
きっかけは・・・・・。

「新聞でテーマをみた時、こ
れは私に与えられたものだと
思いました。」一 といいます
と 。・・。「昨年の 4月から
関西電力の月刊 PR誌 くひら
けゆく電気 〉で “町づくり文
化づくり

“

を担当していたか
らです。図書館へ通い締め切
り間ぎわまで猛勉強しました

各地を訪ねると何から取材
しますか

`・
・・・・ 。

魅 力 あ る ふ る さ と一一 わ た し の町 づ く り論

エ ツ セ ー 読 売 賞 受 賞

戦
後
四
十
年
、
日
本
は
寄
跡
的
な
発
展
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
が
、
子
の

一
方
で
、
心
の
あ
り
方
が
間
震
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

国
土
開
発
は
産
業
優
先
か
ら
、
住
民
参
加
に
よ
る
人
間
重
視
の
転
換
期
を
運
え
て
も
い
ま
す
。
議
売
新
聞
大
阪
本
社
は
こ
れ
に
ち

な
み
、
あ
な
た
の
町
、
わ
れ
わ
れ
の
町
を
魅
力
あ
る
定
住
の
地
に
す
る
に
は

，
ｔ
つ
す
れ
ば
よ
い
か
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
主
婦
、
Ｏ

Ｌ
、
学
隼
な
プヽ

そ
れ
〓
れ

の
立
場
か
ら
地
域
社
会
を
基
盤
に
し
た
具
俸
的
な
意
見
、
提
案
を
エ
ッ
セ
ー
と
イ
ラ
ス
ト
の
両
部
門

で

「魅
力
あ
る
ふ
る
さ
と
Ｔ
Ｉ
私
の
町
づ
く
り
論
」
を
テ
ー
マ
に
募
集
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
エ
ツ
セ
ー
四
百
二
十
五
編
、
イ

ラ
ス
ト
八
十
八
点
の
応
募
ホ
あ
り
、
審
査
に
よ
リ
エ
ッ
セ
ー
部
門
で
山
本
由
美
子
さ
ん
の
作
品
が
抗
売
賞
、
イ
ラ
ス
ト
部
門
で
川

西
竹

一
さ
ん
の
作
品
が
入
理
。
エ
ッ
セ
ー
の
全
文

（８２
ヽ

８３
固
）
と
イ
ラ
ス
ト
入
選
作

（８‐
面
）
を
掲
載
し
ま
き
ヽ

米
村
重
億

（
大
阪
大
学
教
授
）
、
山
田
稔

（な
つ
４
キ
ン
エ
業
社
長
）
、
漆
原
美
代
子

（環
境

デ
ザ
イ
ナ
ー
）
、
古
沢
公
太
郎

（読
売
新
聞
大
阪
本
社
編
集
局
長
）
１
破
称
賭
、
順
不
同

「私
に
与
え
ら
れ
た
テ
ー
マ
」

「 まず、運動 の中心人物 に会
つて話を ききます。宿に帰 っ
てからその運動 の評判や町の |

声などをそれとなく取材 しま
す。」

一番苦労するのはどこです
か 。・・ c「どんな運動でも
百人中百人が賛成ということはありません。必ず反対論があります。その声を
文章にどう反映させるかということでしょうね。」

噛本由美子さんプロフィール・・・昭和ん年生まれ。立命館大学法学部卒業。

新 畠
「

経肇[基指 こたら早了スλJttr[t:彗 ぎ漫誓 彗議選艦藁3だ ら
「

首券そ
ミニコミ誌を作っていた時も 2年ほどある。そのミニコ ミ誌の名が「くるまのな
かま瓦版」。「魅力あるふるさと一― わたしの町づくり論」に応募 し、エ ッセー読
売賞を受賞。読売新聞 (昭 61年 1月 1日付)にその全文が掲載された。

著 書   ・ 愛をありがとう   講談社 (共 著 )

・ 浦 島 太 郎   登壼館

・ 聞 き 耳 頭 巾   ク
。 はあとにごちそう  日本教育研究センター (共 著)

山本由美子さん

鰈 蒻
一説
士冗
着員

鸞
範
［
夢

納騒
爾
朧
嚇
稀
隅
瘍
一讀

（
入
乳
響
Ｏ
川
西
　
竹

一
氏
①

艤
噸
躍
斃
発
研
究ガ別な種
コ

“葬
こ
赫Ｔ
静議
甕
緋
囃
中̈鶴
闇
唱
ギ
拉
告

山
本
由
美
子
さ
ん

含
）
大
阪
府
Ｌ
中
市
上
野
管

―

８
１
３
、
フ
リ
ー
｝つ
っ
４
タ
ー
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ヘ

出
欄
富
襲
藩

謝
鶏
翻
翻
翻
鰍

二一」にｒ，
こヽうこｒ・・　一一一，
一一一　・一　一一

疇

Ｉ

占

０
雰

謄

山口富手恵 (や 率ぐちとみえ)さんプロ7/布

憂襄日31藁藤藤星婆鯖盪抒
一　

・

一́　

一　

一̈
　

　

一

■
・
・
〓

・
〓
こ
一
¨

，
　

■
　
　
　
　
　
　
　
　
一

編

。 8号 は神奈川県 支部の皆様 か らの原稿 が少 ししか集 まらなか ったので、各地

で活躍 してぃる校友 の記事を載 せました。次号 には多 くの投稿をお待ちしています
。 校友 の皆様 、良 いお年を お迎 え下 さい。

(武田、上田、都築、山下、長浜、泉t長谷り|け



近未来を見つめるライフ・ デザイナー

主な事業内容

アパレル

宝石貴金属

毛皮

化粧品

呉服

出版

健康関連

貿易

外食

総合不動産

本   社 :大阪市大淀区中津 1丁 目6-24(世 界長ビル)

〒531電話 :06(372)4051(代 表 |

東 京 本 部 :東京都港区南青山 2丁目Z-15(タ ワーアネックスビル
)

〒107電話 :031423)2811(代 表 )

横 浜 支 店 :神奈川県横浜市神奈川区鶴屋町 2-21-9(三善ビル)

〒221電話 :∝5(312)1321(代表)

京都営業所 :京都市下京区松原西堀川西人ル北門前町%1(セ ントラルビル2F)
〒600電話 :075(801)8726(代 表ナ

神戸営業所 :神戸市中央区明石町18(大 日明石ビル3F)
〒650電 話 1078(392)1191(代 表)

代奉取締役社長 相 澤 良 信 (昭和30年理工 )

⌒


